
　

私
た
ち
の
町
会
は
福
生
病
院
の
南

側
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

　

約
60
年
経
っ
た
会
館
を
三
年
前
に
新

築
し
、使
い
勝
手
が
随
分
良
く
な
り
ま

し
た
。こ
れ
に
よ
り
、町
会
活
動
も
徐
々

に
盛
り
上
が
っ
て
来
て
い
る
よ
う
に
思

い
ま
す
。

　

と
り
わ
け
、
年
間
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ

「
春
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」で
は
、子
供
達

に
楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め
に
企
画
し
て

い
る「
マ
ス
の
つ
か
み
ど
り
大
会
」を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

秋
川
漁
業
協
同
組
合
の
応
援
も
あ

り
、と
て
も
好
評
で
、大
勢
の
子
供
達
が

参
加
し
て
く
れ
ま
す
。捕
ま
え
た
マ
ス

は
焼
い
て
、み
ん
な
で
美
味
し
く
い
た

だ
き
ま
す
。

　

昨
今
は
、川
に
入
っ
て
魚
を
捕
ま
え

た
り
、友
達
と
川
遊
び
が
な
か
な
か
出

来
な
い
時
代
で
す
。

　

し
か
し
、こ
の
日
は
み
ん
な
大
は
し
ゃ

ぎ
で
び
し
ょ
濡
れ
で
す
。

　

こ
う
い
っ
た
町
会
活
動
が
、少
し
で

も
子
供
達
、町
会
員
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
場
に
な
り
、子
供
達
の
見
守
り

に
繋
が
れ
ば
良
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
町
会
は
、設
立
し
て
約
36
年

に
な
り
ま
す
。昔
は
下
川
原
地
区
と
呼
ば

れ
た
多
摩
川
流
域
で
す
。明
治
時
代
に
大

水
で
冠
水
し
、耕
地
整
理
を
経
て
水
田
と

な
り
、昭
和
50
年
頃
、区
画

整
理
事
業
に
よ
り
、抽
選
で

移
ら
れ
た
世
帯
で
、居
住
者

は
全
国
に
及
ん
で
い
ま
す
。

　

近
年
、若
い
世
帯
も
多
く

な
り
生
活
ス
タ
イ
ル
も
多

様
で
、地
元
意
識
が
希
薄
に

な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
危
惧

し
て
い
ま
す
。

　

親
の「
子
供
つ
な
が
り
」

だ
け
、も
し
く
は
町
会
の
定

例
事
業
だ
け
で
は
活
性
化

は
実
現
し
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、町
会
で
は
多
様

な
趣
味
を
持
つ
グ
ル
ー
プ

を
支
援
し
て
い
ま
す
。例
え

ば
、「
田
園
神
輿
会
」「
山
の

会
」「
釣
り
の
会
」「
ゴ
ル
フ

会
」「
カ
ラ
オ
ケ
倶
楽
部
」

「
マ
ー
ジ
ャ
ン
倶
楽
部
」「
る
り
の
会
」（
ご

婦
人
の
会
）と
い
っ
た
グ
ル
ー
プ
が
諸

々
の
事
業
を
定
期
的
に
開
催
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、町
会
で
は
、年
二
回「
田
園
だ

よ
り
」を
発
行
し
て
約
15
年
に
な
り
ま

す
。こ
れ
は
、町
会
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
で

き
な
い
会
員
に「
町
会
活
動
」を
お
知

ら
せ
す
る
と
と
も
に
、皆
様
の
趣
味
や

ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
を
ご
紹
介
す
る
ミ
ニ
コ

ミ
誌
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【本町第八第一】マスのつかみどり大会

【
南
田
園
一
丁
目
】田
園
だ
よ
り

に
ぎ
わ
い

マ
ス
の

つ
か
み
ど
り
大
会

マ
ス
の

つ
か
み
ど
り
大
会

本
町
第
八
第
一
町
内
会

　
　
　
　
　
渡
邉
　
徹
夫

に
ぎ
わ
い

つ
な
が
り
保
つ

「
田
園
だ
よ
り
」

つ
な
が
り
保
つ

「
田
園
だ
よ
り
」

南
田
園
一
丁
目
町
会

　
　
　
　
　
持
田
　
洸

【原ヶ谷戸】三福団子

福生市町会長協議会会報　　ちいき

－5－

No.22No.22平成28年  秋号平成28年  秋号



会
報
「
ち
い
き
」
編
集
委
員

平
成
28
年
11
月

　

編
集
委
員
長 

上
村　

喬

　

編
集
委
員　

 

春
日　

廣
信

　

 

村
野　

実

 

佐
藤　

義
則

 

古
谷　

忠
一
郎

地
域
だ
よ
り

地
域
だ
よ
り

義援金を福生市長に手渡す
持田協議会長

　

志
茂
第
二
町
会
の
志

茂
二
睦
会
館
が
新
し
く

な
り
ま
し
た
。

　

４
月
24
日
に
は「
記
念

式
典
」
も
開
催
さ
れ
、
今

後
も
町
会
の
親
睦
と
交

流
を
は
じ
め
、
安
心
・
安

全
に
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

鍋
ヶ
谷
戸
第
二
町
会
会
長 

上
村
喬
さ
ん
が
、気
象
業
務
功
労
と
地
域
活
動
の
貢

献
に
よ
り「
瑞
宝
双
光
章
」を
受
賞
し
ま
し
た
。今
後
も
活
躍
を
期
待
し
て
お
り
ま

す
。

　

平
成
28
年
４
月
１
日
よ
り
、加
美
第
一
町
会
と
加
美
第
二
町
会
が
合
併
し
、「
加

美
町
会
」と
し
て
新
た
に
出
発
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

地
域
が
広
が
る
こ
と
で
よ
り
一
層
の
交
流
を
図
り
、加
美
町
会
を
盛
り
上
げ
て
い

き
ま
す
。

（左）旧会館
（下）新会館

　

福
生
市
町
会
長
協
議
会
は
、イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
上
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
公
開

し
て
い
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、各
町
会
・
自
治

会
の
紹
介
や
活
動
状
況
な
ど
、様
々
な

情
報
提
供
を
し
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
一
度
、福
生
市
町
会
長
協
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

※
U
R
L

は
各
ペ
ー
ジ
最
下
段
記
載

　

熊
本
地
震
で
亡
く
な
ら
れ
た

方
々
の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈

り
す
る
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た

皆
さ
ま
に
心
か
ら
お
見
舞
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、福
生
市
町
会
長
協

議
会
で
は
、熊
本
地
震
の
被
災

者
、被
災
地
域
の
支
援
協
力
と

し
て
、福
生
市
に
災
害
義
援
金

を
寄
付
し
ま
し
た
。

「
加
美
町
会
」が
誕
生
！

「
加
美
町
会
」が
誕
生
！

志
茂
二
睦
会
館
新
築

志
茂
二
睦
会
館
新
築

鍋
ヶ
谷
戸
第
二
町
会
上
村
会
長

瑞
宝
双
光
章
受
賞

鍋
ヶ
谷
戸
第
二
町
会
上
村
会
長

瑞
宝
双
光
章
受
賞

福
生
市
町
会
長
協
議
会

熊
本
地
震
義
援
金
を
市
に
寄
付

福
生
市
町
会
長
協
議
会

熊
本
地
震
義
援
金
を
市
に
寄
付

福
生
市
町
会
長
協
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
チ
ェ
ッ
ク

福
生
市
町
会
長
協
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
チ
ェ
ッ
ク
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